
東
京
都
は
、「
行
財
政
改
革

実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
も
と
に

２
月
１３
日
わ
が
組
合
の
組
合
員

の
働
い
て
い
る
廃
棄
物
埋
立
管

理
事
務
所
（
枝
川
支
部
：
都
庁

職
都
市
整
備
環
境
支
部
枝
川
分

会
）
に
関
し
て
、「
廃
棄
物
埋

立
管
理
事
務
所
の
執
行
体
制
の

見
直
し
に
つ
い
て
」（
連
絡
３８

号
）
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

な
か
で
、「
埋
立
作
業
を
中
心

と
し
た
業
務
に
つ
い
て
、
平
成

２１
年
度
か
ら
（
財
団
法
人
東
京

都
環
境
整
備
公
社
）
に
包
括
的

に
委
託
す
る
」
と
の
考
え
方
を

明
確
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
２
０
０
６

年
４
月
１
日
の
身
分
移
管
に
伴

い
都
に
の
こ
っ
た
枝
川
支
部
の

（
都
庁
職
都
市
整
備
環
境
支
部

枝
川
分
会
）
の
仲
間
を
中
心
に
、

委
託
反
対
の
闘
い
に
立
ち
上
が

る
こ
と
を
決
め
た
。
枝
川
支
部

の
仲
間
は
、
都
の
人
事
制
度
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
組
合
活

動
を
都
庁
職
・
都
労
連
の
下
で

取
組
む
こ
と
に
し
て
き
た
経
緯

が
あ
る
が
、
現
在
も
わ
が
組
合

の
組
合
員
で
あ
る
。

ま
た
、
清
掃
事
業
は
収
集
・

運
搬
・
処
理
・
処
分
の
一
貫
し

た
流
れ
の
中
で
行
な
わ
れ
て
お

り
、
統
一
性
・
一
体
性
の
必
要

性
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
っ
て
お

ら
ず
最
終
処
分
場
は
今
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
従
っ

て
、
春
闘
期
で
あ
る
３
、
４
月

を
最
大
の
山
場
と
し
て
取
組
ま

れ
る
廃
棄
物
埋
立
管
理
事
務
所

の
公
社
委
託
反
対
の
闘
い
を
、

枝
川
支
部
を
中
心
と
し
た
仲
間

と
の
意
思
統
一
の
下
、
都
庁
職

都
市
整
備
環
境
支
部
と
も
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
ら
の

闘
い
と
し
て
取
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

枝枝
川川
支支
部部
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２
月
２２
日
開
催
さ
れ
た
第
３
回
中
央
委
員
会
で
、
わ
が
組
合
独
自
の
春
闘
方
針
は
提

案
せ
ず
上
部
団
体
や
、
全
労
協
の
春
闘
方
針
を
踏
ま
え
て
取
り
込
む
こ
と
と
し
た
。
ま

た
春
闘
期
の
最
重
要
課
題
と
し
て
「
枝
川
支
部
の
委
託
反
対
闘
争
に
連
帯
し
全
力
で
取

組
む
特
別
決
議
（
案
）」
を
満
場
一
致
確
認
、
決
定
し
た
。

編 集 責 任
教 宣 部 長
木 川 治

中央防波堤内側埋立地・外側埋立処分場・新海面処分場

２００８春闘働く者を取り巻く情勢
企業は空前の利益をあげ、最長の好景気
を継続している。労働者はそれに反し、何
年にも渡り実質的な賃下げを余儀なくされ
ており、大幅な賃上げとは無縁な状況に追
い込まれている。
日本経団連は、２００８年春闘に向けた経営
労働政策委員会（経労委）報告で、
「業績が好調な企業は賃上げに取組むべ
き」との考え方を示した。ある民間調査機
関研究所によれば、東証１部上場企業の
２００８年３月期決算での経常利益は、前年同
期比で８．３％増と、５期連続で最高となる
と予測している。企業部門の業績の好調さ
は続いているが、これまで労働者の手取り
収入は伸び悩み、家計に恩恵は波及してい
ない。今回の報告は、その批判をかわすの
が狙いといえる。一方、原油高騰などで経
営環境が厳しい企業も多いことから賃上げ
の動きは楽観できない。
連合は、春闘方針の中で、「勤労者には景
気回復の波が及んでいない」と指摘。ワー
キングプアや過労死など、働き方をめぐる
問題に取組むとしている。しかし、日本経
団連の報告書からは、深刻化する格差や非

正規労働者、長時間労働者などについて、
経済界として問題を解決しようという姿勢
はまったく認められない。
いまや日本は、格差社会と二極分化が進
行している。そのような社会状況の中、昨
年の賃金確定闘争・各区における作業計画
交渉に現れているように、自治体労働者、
とりわけ現業労働者に対する民間委託、定
数削減、賃金切下げ攻撃は、ますます厳し
くなってきている。
我々区に働く現業職員の給料表は不当に
も引き下げられた。春闘は、我々公務員と
民間の仲間が賃上げを基本として共に闘う
ものである。ワーキングプアといわれる労
働者が、毎年増加を続ける今、職場に現に
存在する臨時や派遣などの職員や、下請け
の仲間と共に春闘に取組むことが求められ
ている。
また、春闘本来の原則に立ち戻り、現在
の好景気といわれながら労働者にはその配
分がわずかしか行なわれていない現実を打
破することが重要だ。
今期春闘の様々な行動を全力で取組も
う。

主な内容

１
面

枝
川
支
部
の
た
た
か
い

２
０
０
８
春
闘
情
勢

２
面

足
立
区
委
託
反
対
集
会

２
０
０
８
春
闘
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

連
合
・
自
治
労
・
全
労
協
の
主
な
春
闘
方
針

①

連
合

連
合
は
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
格
差
社
会
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
２
０
０
８
春
闘
を
二
極
化
・
格
差
社
会
の
是
正
を

図
る
取
り
組
み
と
位
置
付
け
、
生
活
改
善
を
果
た
す
た
め
以
下

の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。
賃
金
引
上
げ
に
つ
い
て

は
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
確
保
相
当
分
４
、
５
０
０
円
（
目
安
）
＋

２
、
５
０
０
円
以
上
を
要
求
。

ア
、
マ
ク
ロ
的
に
労
働
側
へ
実
質
１
％
の
配
分
を
目
指
す
。

同
時
に
経
済
成
長
に
見
合
っ
た
配
分
の
追
求
を
通
し
、
非

正
規
労
働
者
を
含
む
全
て
の
勤
労
者
へ
の
適
正
な
成
果
配

分
を
目
指
す
。

イ
、
月
例
賃
金
を
重
視
し
た
賃
金
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。
と
り
わ
け
、
未
組
織
労
働
者
を
含
め
中
小
・
パ
ー
ト

な
ど
低
所
得
者
層
を
重
視
し
、
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
。

ウ
、
中
小
共
闘
、
パ
ー
ト
共
闘
な
ど
の
強
化
に
よ
る
共
闘
体

制
の
構
築
。

②

自
治
労

自
治
労
は
、
連
合
方
針
と
諸
情
勢
を
ふ
ま
え
２
０
０
８
春
闘

を
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
実
現
と
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

再
構
築
を
め
ざ
す
闘
争
と
位
置
づ
け
以
下
の
３
本
柱
に
よ
る
運

動
展
開
を
提
起
し
て
い
る
。

ア
、
賃
金
改
善
、
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金
を
実
現
す
る

取
り
組
み

１
％
以
上
の
賃
金
改
善
の
ほ
か
、
格
差
是
正
に
む
け
、

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
働

者
の
処
遇
改
善
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
是
正
、
す
べ
て
の
地

域
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
働
者
の
最
低
賃
金
確
立
を
要
求

イ
、
脱
「
格
差
社
会
」
に
む
け
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
構
築
す

る
取
り
組
み

ウ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
と
職
場
の
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
取
り
組
み

③
全
労
協

全
労
協
は
、
貧
困
・
格
差
社
会
反
対
、
生
活
で
き
る
賃
金
要

求
等
を
掲
げ
、
月
給
制
労
働
者
は
１
７
、
４
０
０
円
、
時
間
給

労
働
者
は
１
時
間
あ
た
り
１
０
０
円
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
い

る
。
同
時
に
、
国
鉄
闘
争
勝
利
、
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
、
福
田
内

閣
打
倒
な
ど
政
治
課
題
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
闘
う
。
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都本部０８春闘日程
キャン
ペーン等

都本部中　央日月

公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
治
体
政
策
要
請
行
動
（
公
契
約
条
例
・
福
祉
人
材
確
保
等
）

連合08春季生活闘争
開始宣言集会

1

2

春闘討論集会2

公共民間評
春闘討論集会

8-9

第1次全国統一行動日

ストライキ批准投票14-21

連合パート集会
（駅頭行動）

15

臨時非常勤等職員
全国協議会

16

批准投票結果報告22

要求書提出25

単組代表委員会20

単組代表委員会28

連合春闘政策制度
関連集会

1

3

自治体統一行動ゾーン3-6

回答指定日3

全国統一行動日7

公務員連絡会決起集会
（第２次全国統一行動日）

第３次全国統一行動日

足
立
区
役
所
に
２
８
８
名
が
結
集

要
求
実
現
・
委
託
反
対
で
集
会

１２
月
６
日
（
木
）
１７
時
００
分

よ
り
、
２
０
０
８
年
度
予
算
人

員
要
求
実
現
・
民
間
委
託
阻

止
！
！
足
立
総
支
部
総
決
起
集

会
が
足
立
区
役
所
南
館
出
入
り

口
（
屋
外
）
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
参
加
者
は
本

部
か
ら
闘
争
指
令
に
基
づ
い
た

経
過
も
あ
り
、
中
央
執
行
委
員

を
始
め
第
一
地
連
か
ら
第
五
地

連
ま
で
２
８
８
名
の
参
加
に
な

り
ま
し
た
。

足
立
総
支
部
中
村
書
記
次
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者
を

代
表
し
て
寺
沼
総
支
部
執
行
委

員
長
の
挨
拶
、
次
に
来
賓
と
し

て
西
川
中
央
執
行
委
員
長
、
宮

下
足
立
区
職
労
委
員
長
、
第
五

地
連
村
山
議
長
か
ら
力
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て
篠
田
総
支
部
書
記
長

よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
１９
年
度
作
業
計
画
妥

結
交
渉
時
に
区
側
当
局
よ
り
、

「
新
規
採
用
を
視
野
に
入
れ
て

協
議
」
致
し
ま
す
と
の
回
答
を

引
き
出
し
妥
結
し
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
環
境
部
計
画
課
は

９
月
２７
日
（
木
）
、
不

当

に

も

「
平
成
２０
年
度
作
業
計
画
の
考

え
方
」
を
確
認
も
し
て
い
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
足
立
総
支
部
に

示
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
身

は
、
不
足
人
員
の
補
充
に
つ
い

て
は
、
平
成
２０
年
度
は
、
足
立

東
西
事
務
所
と
も
に
作
業
計
画

人
員
に
３０
名
前
後
の
人
員
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
補
充

に
は
、
廃
棄
物
運
搬
請
負
契
約

（
雇
上
契
約
）
に
よ
る
作
業
員

付
車
両
の
配
車
を
行
な
う
。
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

車
付
雇
上
委
託
で
あ
り
ま
す
。

足
立
総
支
部
と
し
て
は
到
底
容

認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。１０

月
１６
日
（
火
）
新
規
採
用

に
向
け
た
解
明
要
求
を
提
出

し
、
区
側
当
局
に
求
め
て
き
ま

し
た
。

区
側
当
局
は
「
技
能
系
職
員

の
退
職
不
補
充
方
針
を
原
則
と

し
、
極
力
民
営
化
、
民
間
委
託
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
用
を
図
る
対
応

を
進
め
る
」
と
い
う
方
針
に
従

っ
て
対
応
し
ま
す
と
し
て
い
ま

す
。
解
明
要
求
の
回
答
か
ら
依

然
と
し
て
頑
な
な
態
度
を
取
り

続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
１１
月
２９
日
（
木
）

環
境
部
長
要
請
を
足
立
東
西
組

合
員
１
２
２
名
の
参
加
を
得
て

要
請
行
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
本
日
、
こ
こ
に
決
集
さ
れ

た
仲
間
の
皆
さ
ん
の
後
押
し
を

頂
き
な
が
ら
年
明
け
に
は
、
副

区
長
に
対
す
る
要
請
行
動
を
展

開
し
時
間
の
許
す
限
り
粘
り
強

く
闘
い
続
け
る
と
の
報
告
で

す
。そ

の
後
、
吉
田
足
立
総
支
部

会
計
・
紫
竹
足
立
総
支
部
副
委

員
長
か
ら
職
場
事
態
を
踏
ま
え

た
熱
い
思
い
の
決
意
表
明
が
さ

れ
、
三
本
総
支
部
副
委
員
長
の

決
議
（
案
）
が
読
み
上
げ
ら
れ

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
寺
沼
総
支

部
執
行
委
員
長
よ
り
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
閉
会
し
ま

し
た
。

寒
風
の
吹
き
荒
れ
る
中
、
集

会
に
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
多
く

の
仲
間
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

足
立
総
支
部
教
育
宣
伝
部
長

石
田
憲
一
郎

お
忙
し
い
中
、
私
ど
も
の

「
２
０
０
８
年
度
予
算
・
人

員
要
求
実
現
・
民
間
委
託
阻

止
に
係
わ
る
環
境
部
長
要

請
」
に
時
間
を
さ
え
て
応
じ

て
い
た
だ
き
大
変
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

足
立
総
支
部
執
行
委
員
長

の
寺
沼
で
す
。
職
場
か
ら
の

要
請
の
前
に
、
足
立
総
支
部

を
代
表
し
て
要
請
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

１０
月
１６
日
に
、
近
藤
や
よ

い
区
長
に
対
し
て＝

①
「
平

成
２０
年
度
」
足
立
区
予
算
編

成
に
係
わ
る
要
求
書
」
と
小

平
環
境
部
長
に
対
し
て＝

「
平

成
２０
年
度
作
業
計
画
」
の
考

え
方
に
対
す
る
解
明
要
求
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
要
求
の

基
本
は
、
新
規
採
用
と
直
営
の

堅
持
、
民
間
委
託
阻
止
で
す
。

環
境
部
計
画
課
の
「
平
成

２０
年
度
作
業
計
画
」
の
考
え

方
に
付
い
て
の
提
案＝

足
立

東
・
西
で
各
、
３０
人
不
足
、

新
規
採
用
は
し
な
い
。
不
足

分
は
車
付
雇
上
と
す
る
。＝

に
対
す
る
１０
月
１６
日
の
解
明

要
求
に
対
す
る
１１
月
８
日
の

回

答

は
、
要

旨
、「
①

技

能

系
職
員
の
退
職
不
補
充
が
原

則

②
１９
年
度
の
人
員
不
足

は
派
遣
職
員
を
活
用
し
た

が
、
２０
年
度
計
画
で
は
車
付

雇
上
に
す
る
事
に
よ
り
常
勤

職
員
を
確
保
し
、
指
導
、
監

督
業
務
の
強
化
を
は
か
る
。

③
委
託
拡
大
に
よ
り
、
現
場

職
員
に
は
、
委
託
業
者
へ
の
、

調
整
・
監
督
・
指
導
業
務
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。
清
掃
事

務
所
は
ご
み
を
収
集
し
つ
つ
、

事
業
の
調
整
や
指
導
業
務
の

機
能
を
拡
大
し
て
い
く
。
職

員
の
職
務
は
、
高
齢
化
や
少

数
化
を
踏
ま
え
、
指
導
監
督

業
務
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

…
と
言
う
も
の
で
し
た
。

委
託
業
者
へ
の
、「
調
整

・
監
督
・
指
導
業
務
を
担
っ

て

い

た

だ

く
」
。
と

は
、
作

業
係
の
技
能
長
な
ら
い
ざ
知

ら
ず
現
場
の
我
々
に
具
体
的

に
な
に
を
、
ど
う
し
ろ
と
言

う
の
か
。
現
場
の
我
々
に
は

具
体
的
に
、
見
え
な
い
し
、

展
望
も
描
け
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

安
定
し
た
清
掃
事
業
の
運

営
は
、
そ
こ
に
携
わ
る
職
員

の
安
定
、
安
全
、
安
心
出
来

る
、
事
業
運
営
の
見
通
し
な

く
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

委
託
業
者
へ
の
、「
調
整

・
監
督
・
指
導
業
務
を
担
っ

て
い
た
だ
く
」
と
言
っ
て
み

て
も
、
新
規
採
用
は
し
な
い
。

を
前
提
と
す
る
以
上
、
誰
が

事
業
を
指
導
、
継
承
し
て
い

く
の
か
？
等
、
ま
っ
た
く
先
が

見
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

清
掃
が
区
に
移
管
さ
れ
て

も
皆
さ
ん
は
安
心
し
て
働
い

て
ほ
し
い
と
言
っ
た
あ
の
約

束
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？

職
場
で
働
く
意
欲
や
将
来
の

希
望
を
ど
う
持
て
と
い
う
の

か
？

街
の
す
み
ず
み
を
週

３
か
ら
４
回
廻
る
清
掃
職
員

を
危
機
管
理
等
の
観
点
か
ら

生
か
し
き
る
施
策
を
立
案
で

き
な
い
の
か
？

な
ど
、
な
ど
、
言
い
た
い
事

は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

今
日
は
、
小
平
環
境
部
長
、

他

計

画

課

の

皆

さ

ん

に

２
０
０
８
年
度
予
算
・
人
員

要
求
に
関
す
る
職
場
の
生
の

声
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

又
・
車
付
雇
上
と
す
る
民
間

委
託
を
や
め
て
い
た
だ
き
、

我
々
に
先
が
見
え
る
も
の
を

ハ
ッ
キ
リ
と
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
要
請
し
ま
す
。

で
は
、
具
体
的
な
職
場
の

生
の
声
を
足
立
東
西
の
代
表

か
ら
申
し
上
げ
ま
す
の
で
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
足
立
西
支

部
の
鈴
木
さ
ん
・
足
立
東
支

部
の
林
さ
ん
・
足
立
東
支
部

の
中
村
さ
ん
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
に
対
す

る
「
小
平
環
境
部
長
」
の
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

以
上

２
０
０
８
年
度
予
算
・
人
員
要

求
実
現
・
民
間
委
託
阻
止
に
係

わ
る
環
境
部
長
要
請
に
つ
い
て

平
成
１９
年
１１
月
２９
日

足
立
総
支
部
執
行
委
員
長

寺
沼

和
哉

足
立
総
支
部
の
代
表
要
請

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
大
き

な
柱
の
一
つ
は
、
労
働
力
の
非

正
規
雇
用
化
で
す
。
安
い
料
金

で
仕
事
を
請
負
う
会
社
が
、
派

遣
労
働
者
や
非
正
規
労
働
者
を

酷
使
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半

を
占
め
て
、
私
た
ち
が
担
う
清

掃
事
業
に
お
い
て
も
資
源
収
集

業
務
な
ど
が
委
託
さ
れ
、
そ
の

収
集
を
見
て
も
派
遣
労
働
者
や

非
正
規
労
働
者
が
酷
使
さ
れ
、

安
全
も
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
（
現
に
あ

る
区
で
は
、
古
紙
回
収
中
に
死

亡
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
）
。

安
く
事
業
を
行
な
え
ば
良
い

と
考
え
る
だ
け
の
企
業
の
考
え

方
を
責
任
あ
る
自
治
体
が
無
作

為
に
取
り
入
れ
て
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。
自
治
体
は
本
来
、
そ

の
地
域
で
生
活
す
る
人
た
ち
の

生
活
向
上
を
図
る
責
務
が
あ
り

ま
す
。
自
治
体
が
お
こ
な
っ
た

業
務
委
託
が
、
当
該
の
労
働
者

に
劣
悪
な
賃
金
・
労
働
条
件
を

ま
ね
き
、
地
域
の
賃
金
相
場
や

労
働
条
件
に
悪
影
響
を
あ
た
え

て
い
る
と
す
れ
ば
、
自
治
体
が

地
域
の
生
活
条
件
を
引
き
下
げ

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

各
区
・
一
組
は
、
安
全
で
信

頼
で
き
る
清
掃
事
業
を
行
な
う

た
め
に
、
我
々
の
力
が
必
要
な

こ
と
は
事
業
移
管
後
の
７
年
間

で
分
か
っ
て
い
る
は
ず
。
具
体

的
実
態
の
な
い
理
由
で
委
託
を

押
し
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
基

礎
的
自
治
体
と
し
て
責
任
あ
る

対
応
を
求
め
た
い
。
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